
-･…市の人口と世帯数----

3月1日現在 前月比

人口 31，672人 （＋7）

男 15， 540人 （＋10）

女 16， 132人 （－3）

世帯 8，720世帯 （－5）
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－，，78
512名が中学へ巣立ち

4月号
3月23, 24日、市内の各小学校で卒業式が行われまし

た。今年小学校を卒業した児童は、男が247名、女が

265名の計512名で、新しい希望を胸に中学生へと巣立っ

ていきました。

東'j,学校では、新しく建てられた体育館で、今年でち

ょうど20回目を迎えた卒業式が行われました。

記念すべき体育館での卒業生になった167名の児童に

は、 1人1人校長先生から卒業証書が手渡たされ、卒業式

に参加した来賓の方々から「はやく新しい環境になれ、

立派な中学生になってください」 とお祝いのことばを受

けていました。

No.217

高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう
元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思い~や‘りのある、あたたかいまちをつくりましょう
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新しい体育館で行われた東小の卒業式

ー
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 ． 1152です。
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住みよいまちづ く りめざして
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琵溌諭証鍾剛誕麹卿溌瀧溌

ー

昭和53年の第1回（3月）定例市議会が、さる3月10

日がら24日まで15日間にわたって開会されました。

その冒頭で鈴木市長は、昭和53年度の施政方針を

あきらかにしました。要旨は、次のとおりです。

市政'の4本の柱

教育の充実

福祉の向上

生活環境の整備

産業の振興
3月10日第1回定例市議会で施政方針を

説明する鈴木市長

学
校
教
育

ま
ず
、
「
教
育
の
充
実
」
に
つ
い
て

は
、
教
育
の
も
つ
使
命
の
重
要
性
を
深

く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
《
次
の
時
代
を

昭
和
弱
年
第
１
回
高
萩
市
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
市
政
を
執
行
す

る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針
お
よ

び
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
申
し
述
べ
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
か
ね
て
か
ら
地
方
自
治
の
最
終

目
標
は
、
地
域
住
民
の
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
に
あ
る
と
い
う
基
本
的
認

識
の
も
と
に
、
長
期
的
展
望
に
た
っ
た

高
萩
市
総
合
振
興
計
画
を
基
礎
と
し
て

市
政
担
当
の
信
条
と
し
て
お
り
ま
す
「

生
活
を
快
適
に
す
る
社
会
開
発
」
「
人

間
愛
を
は
ぐ
く
む
人
づ
く
り
」
を
目
ざ

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
課
題
ご
と
に
各

年
次
ご
と
の
財
政
運
営
の
中
で
、
諸
施

策
の
実
現
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
特
に
認
年
度
は
私
の
任
期
の

最
終
年
次
を
迎
え
、
目
標
年
次
内
に
残

融
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一
心
両
面
に
わ
た
る
行
政
上
の
責
任
の
重

／

一
） 施

政
方
針
要
旨

大
な
る
こ
と
を
痛
感
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。ま
ず
、
鼬
年
度
よ
り
着
手
い
た
し
ま

し
た
君
田
小
学
校
及
び
君
田
中
学
校
の

敷
地
造
成
工
事
と
、
中
学
校
校
舎
移
転

さ
れ
た
諸
般
の
懸
案
事
項
の
解
決
を
図

る
と
と
も
に
、
長
期
計
画
に
つ
い
て
は

実
現
へ
の
方
向
づ
け
を
明
確
に
し
、
多

く
の
住
民
要
求
と
行
政
需
要
に
積
極
的

に
応
え
る
こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た

政
治
責
任
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
観
点
か
ら
予
算
の
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
健
全
財
政
堅
持
を
基
本
と

し
な
が
ら
歳
入
面
で
は
、
国
・
県
の
制

度
の
最
大
限
活
用
と
あ
わ
せ
て
、
市
税

を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
い
財
源

の
確
保
に
つ
と
め
、
歳
出
面
に
お
い
て

は
、
政
策
的
に
は
教
育
施
設
の
充
実
、

道
路
整
備
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
等
の

住
民
生
活
の
基
礎
と
な
る
社
会
資
本
の

整
備
を
中
心
と
し
た
投
資
的
経
費
の
拡

大
を
図
り
、
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
極

力
節
減
合
理
化
を
図
つ
た
し
だ
い
で
あ

り
ま
す
。

次
に
、
政
策
課
題
ご
と
に
そ
の
内
容
一

の
主
な
も
の
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ノ
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改
築
事
業
の
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に

高
萩
小
学
校
、
秋
山
小
学
校
に
そ
れ
ぞ

れ
屋
内
運
動
場
を
建
設
し
、
教
育
施
設

の
充
実
と
教
育
の
向
上
に
資
し
た
い
と

考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
第

一
幼
稚
園
の
移
転
改
築
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
松
岡
幼
稚
園
に
一
学
級
の
増

設
を
し
、
幼
児
教
育
の
充
実
も
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
学
校
を
は
じ
め
各
施
設
の
補

修
整
備
に
も
配
慮
し
、
環
境
整
備
と
あ

わ
せ
て
教
育
内
容
の
向
上
を
図
る
た
め

の
諸
経
費
の
計
上
を
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
教
育

社
会
教
育
の
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、

市
民
が
真
に
精
神
面
で
の
生
き
が
い
を

追
求
し
、
充
実
し
た
社
会
生
活
を
営
む

た
め
、
近
年
と
み
に
活
発
化
し
て
ま
い

り
ま
し
た
芸
術
、
文
化
、
体
育
、
ス
ポ

ー
ツ
等
の
自
主
活
動
を
助
長
し
、
更
に

広
く
深
く
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
配
慮
を

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
浜
グ
ラ
ン
ド
に
勤
労
青
少

年
が
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

趣
味
な
ど
の
健
全
な
余
暇
活
動
の
場
と

す
る
「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
」
を
建
設

し
、
高
浜
グ
ラ
ン
ド
の
効
率
的
な
活
用

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
の
保
護
に
つ
き
ま
し

て
も
、
長
い
腫
史
と
伝
統
に
つ
ち
か
わ

れ
た
本
市
の
貴
重
な
文
化
遺
朧
を
後
世

に
伝
え
る
べ
く
文
化
財
の
調
査
、
民
俗

民
話
な
ど
の
収
録
な
ど
に
も
意
を
用
い

た
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。 ー

次代をになう子どもたち、若者たちを育てる教育は、市が

もっとも力を入れているものの一つです。

小。中学校は鉄筋校舎、体育館など教育施設の整備を急い
でいます。

社
会
福
祉

私
は
、
従
来
か
ら
、
「
福
祉
の
基
本

は
心
な
り
」
と
の
信
念
の
下
に
、
祉
会

福
祉
、
老
人
、
母
子
、
児
童
福
祉
、
医

療
福
祉
等
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
に
と
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
勿
論
行
政
的

に
は
財
政
の
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
粥
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
実
情
に
即
し
て
内

容
に
厚
み
を
加
え
る
た
め
の
努
力
を
い

た
す
と
と
も
に
、
身
体
障
害
者
が
社
会

復
帰
を
す
る
た
め
の
訓
練
の
曲
用
の
一
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部
を
助
成
す
る
措
置
を
新
し
く
講
じ
ま

し
た
。ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
柵
祉
活

動
を
よ
り
活
発
化
す
る
た
め
購
入
す
る

福
祉
専
用
バ
ス
に
対
す
る
助
成
を
含
め

て
補
助
を
増
額
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

他
狭
隣
老
朽
化
し
た
高
萩
保
育
所
の
移

転
改
築
事
業
、
上
手
綱
地
区
へ
子
供
の

広
場
の
建
設
、
秋
山
地
区
の
子
供
の
水

遊
び
場
の
増
設
等
、
施
設
の
面
も
充
実

し
て
、
幼
児
の
す
こ
や
か
な
成
長
の
た

め
の
対
策
も
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

・
医
療
対
策

市
民
の
最
も
深
い
関
心
事
で
あ
り
ま

す
救
急
医
療
を
中
心
と
す
る
医
療
体
制

に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
師
会
の
協
力
の

ー

も
と
本
年
１
月
よ
り
在
宅
当
番
医
制
に

よ
る
日
曜
診
療
の
公
表
化
が
実
施
さ
れ

さ
ら
に
近
日
中
に
は
市
内
の
一
医
院
が

救
急
医
擁
指
定
機
関
と
し
て
告
示
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
４
つ
の
医
療
機
関
が
救
急
医
療

協
力
病
院
と
し
て
協
力
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
県
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
の
も
と
に
、
な
お
一
層

体
制
の
充
実
強
化
の
た
め
に
努
力
を
傾

注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

保
健
衛
生

保
健
衛
生
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健

康
保
持
の
増
進
、
疾
病
の
予
防
、
環
境

衛
生
の
整
備
を
亜
点
に
、
多
種
な
活
動

を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
聯
じ
ま
す

みんなが明るくしあわせな生活を築くため社会福祉の向

上は、市政のかなめともいえましょう。

保育所の施設の整備や、ちびっこ広場の増設な．ど、子ど

もの成長のための対策も進めています｡
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乳
幼
児
検
診

特
に
、
住
民
検
診
事
業
の
拡
大
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
従
来
乳
幼
児
の
２

歳
児
検
診
を
独
自
に
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
本
年
よ
り
１
．
５
歳
児
検
診

へ
と
早
め
、
障
害
を
早
期
に
発
見
す
る

と
と
も
に
、
発
育
の
状
態
を
知
る
手
が

か
り
に
も
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
公
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

種
の
調
査
、
分
析
等
を
積
極
的
に
実
施

し
引
き
続
き
公
害
の
未
然
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
年
を
増
嵩
す
る
医
療
費
に
よ
り
、

国
保
財
政
の
運
営
は
困
難
の
度
を
増
し

蝋
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踏
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認

て
お
り
、
根
本
的
改
善
対
策
は
県
連
合

会
を
通
じ
国
に
対
し
て
申
し
入
れ
て
お

る
も
の
の
、
直
ち
に
解
決
出
来
得
る
問

題
で
は
な
く
、
当
面
被
保
険
者
負
担
の

改
定
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

保
健
活
動

ま
た
、
従
来
よ
り
行
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
保
健
婦
活
動
が
今
回
厚
生
省
の

国
民
健
康
管
理
対
策
基
本
構
想
に
よ
り

一
般
会
計
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
当

市
の
従
来
の
方
針
ど
お
り
、
名
実
と
も

に
国
保
の
み
で
な
く
広
く
市
民
全
般
を

対
象
と
し
た
健
康
維
持
、
増
進
の
た
め

の
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
さ
ら
に
保
健
指
導
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

一
）

おとしよりの健康診査、国民健康保険事業、育児相談、救

急医療の対策など、市と医師会の協力のもとに市民の健康を

守るため幅広い活動を進めてい寮すっ

さらに、乳幼児の発育状態を早期に知る手がかりとしての

1.5歳児の検診を進めていきます。

市
営
住
宅
の
建
設

市
営
住
宅
建
設
も
加
戸
予
定
し
、
住

宅
対
策
に
も
意
を
用
い
た
し
だ
い
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
先
年
基
本
計
画
を
決
定
し
て

お
り
ま
す
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

実
施
認
可
計
画
を
策
定
し
、
実
施
へ
の

具
体
化
を
進
め
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。交

通
の
対
策

交
通
安
全
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
路
の
整
備
は
、
社
会
資
本
充
実
の

た
め
の
基
礎
的
課
題
で
あ
り
、
市
民
生

活
向
上
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

要
素
と
し
て
従
来
よ
り
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

国
の
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
、
改
良

舗
装
の
推
進
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
排

水
路
、
下
水
路
の
改
修
、
新
投
等
も
計

画
的
に
実
施
し
て
ま
い
る
時
え
で
あ
り

手
十
一
｛
ｑ
壁
。 道

路
や

下
水
路
の
整
備

垂
壺
琵
聯
芯
溌
蟻
醗
漉
織

蕊
濡
環
境
鰯
蕊
備

乱
ハ
ハ
邨
開
可
干
画
ユ
鈴

部’

: 『F
日
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そ
の
た
め
反
射
鏡
の
増
設
、
側
溝
を

利
用
し
て
の
安
全
歩
道
を
つ
く
る
な
ど

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
特
に
本
年
度
は
交
通
事
故
撲
滅
を

念
願
し
て
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
安

全
運
動
を
一
層
強
力
に
展
開
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

人
命
尊
重
の
立
場
に
た
っ
て
、
交
通

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ

士
生
手
‘
。

安
全
と
事
故
防
止
に
さ
ら
に
積
極
的
に

（
、
）

蕊
）

消
防
・
防
災
の
対
策

消
防
、
防
災
の
面
に
つ
き
ま
し
て
は

本
部
司
令
車
を
更
新
す
る
と
と
も
に
貯

水
槽
、
消
火
栓
の
設
置
』
分
団
消
防
ポ

ン
プ
積
載
車
２
台
の
更
新
等
、
機
械
器

具
、
施
設
の
充
実
を
図
り
、
防
災
体
制

の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ら

に
給
水
人
口
の
増
大
と
普
及
率
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、
経
営
健
全
化
の

努
力
を
続
け
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
要
望
の
多
い
日
本
墓
地
の

造
成
や
、
住
居
表
示
の
実
施
準
備
の
た

め
の
費
用
も
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

道路の整備は、市民の生活グ向上に欠かかせない課題

です。改良・舗装工事など計画的に進めていきます。

自動車の急激な増加に対して交通安全施設の整備など

積極的にとり組んでいきます。

７


